
2，5一ジクロロ了ニリンの分解度試験成績鞭告書

1．試験期間　　晒051年10月1日＾’昭和51年12月11日

2、試　科名　　2，5一ジクロロ了ニリン　　（醜菰K』242）

　　分子式　σ‘馬αUN

　　構造式　　NHユ

　　　　　　、ぴ

　　性　状

　　　納　廣　　9黛2％（ジアゾ化値）

　　　融　点　　4a2℃

　　　沸　点　　251℃

　　　比　重　　1，567

　　　瀞解性　　水に難容

　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

こ試験方法及び条件

i灘i／一一・…　腋……・

　三1試験装置

　　　　酸素消費量自動測定機

　こ2酸素消費量測定

　　　　五1の記録による。

　　　　　　　　（以下余白、次頁に続く）

i5生分解試験後の直叢定量法

　　◎使用分析機器

　　　　全有機炭素分析計

　　　　ガスクロマトグラ：7　検出器　 FID
　◎分析試料の前処理

　　　　　　　　　　　　　試験液

　　　　　　　　　　　　　　　．る遇（姦5cろ撤1用）

T　O　C計鼠料 σo試料

　　　（O）分析条件

　　　　　全有機炭素分析計（τO　O計）

　　　　　　流速　TC回路　200磁／醜

　　　　　　温度　TO炉　　900℃

　　　　　ガメクロマトグラニ7（σO）検出器F工D

　　　　　　専ヤリアが累　　　N↓

　　　　　　充てん剤　　10％：P皿σ一20U／クロモソルブW

　　　　　　ガラ暑カラ．ム　　2黛〆×1”

　　　　　　カラム圃ヒ　　180℃

4．試験結果

1分解度（鋸）
付図 付表

酸素消費量による結：果　　　　　0 1
』

Toe計による結果　　（一）※ 2 1

　　　　　　　　　　　オﾐ　　　　　Cによる結果　　1　　（一）巌 5 　　2一
濠1負の値を得たので（一）とした。

’



二蒲　考

　　クーロメーター取出し時のPHは次の通りであった。

　　固一水十試料　　　 5．6

　　囲　水＋試料　　　5．6

　　固　汚泥十試料　　6．9

　　匿］　汚泥十試料　　6，9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


